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１． 研究計画の概要 
(1)象牙芽細胞が gap-junctionを介して形成
する機能複合体（syncytium）内の刺激感受
性とその情報を周囲細胞に伝達する機構の
詳細を解明する． 
(2)この syncytium と象牙芽細胞層に終末を
有する感覚神経，血管，リンパ管との間に相
互作用があるかを電気生理学的，細胞生物学
的，形態学的に解明する． 
(3)象牙芽細胞膜の歪に伴うカルシウムイオ
ン伝播機構を解明する． 
以上を踏まえて，象牙芽細胞とその周囲の
機能的結合動態を明らかにすることにより，
歯に加わった外来刺激に対する感受・伝播機
構を明らかにする． 
 
２．研究の進捗状況 
上記(1)に関して、単離細胞を用いた研究で
は、 
①  象牙芽細胞が gap-junction を介して

syncytium として結合しており、全体
では大きな電気容量を有すること 

②  若い細胞ほど gap-junctionの電気伝導
性の大きいカップリングを形成し、細
胞間の情報伝達が活発であること 

③  象牙芽細胞間には方向依存性のない
symmetricな電気結合があり、一方、
象牙芽細胞とその下層細胞間には
asymmetric な電気結合があり、コネ
クチンの結合に違いがあると考えられ
ることが明らかになった。 

 
次に、新鮮抜去歯から歯髄を含んだ象牙質
ディスクを作成し使用した実験系では、 
④一細胞にパッチ電極を用いて、蛍光色素
をイオン導入すると、輪切りディスクのほぼ

反対まで色素が広がること 
⑤同様に一細胞に電流刺激を加えると離
れた細胞から電位変化が記録され、遠方ほど
振幅が小さく、波形が複雑であることが明ら
かになった。 

(3)に関して、単離細胞系を用いた研究で、 
①共焦点レーザー顕微鏡で細胞内カルシ
ウムイオン濃度を可視化すると、単離した一
細胞に膜の歪部から象牙芽細胞全体にカル
シウムイオンが伝播すること、 
②細胞群の中の一細胞に機械的な歪みを
加えると、gap-junctionを介してカルシウムイ
オンが周囲細胞に次第に伝播することがわ
かった。 

(1)および(3)の研究は以上のように順調に
進んでおり、列挙した項目に関して、現在論
文投稿準備中である。 

(2)は海外共同研究者のリヨン大学
Magloire 教授および大学院生と研究計画を
詳細に立案しているところである。 
 
３．現在までの達成度 
おおむね順調に進行している。 
その理由として、上記(1)および(3)は当初の
計画通りに進み、重要で新たな研究結果をえ
た。 

(2)は今後、実験を行うために、海外共同研
究者および大学院生と入念な計画を立案し
ている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
フランスリヨン大学の Magloire 教授と密に
連絡を取りながら、そこで得られた十分な討
論を経て、大学院生とともに、(2)に関して研
究を遂行する予定である。 
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